
(４)　付録に追加

付録２：吉野遺跡群調査報告



      付録に、吉野遺跡の参考資料としてこの本を紹介します。　内容の記載を検討してが、
　　　分厚い莫大な資料で全体の紹介をまとめることができなっかった。
　　　そこで、長野県宝に指定された　「顔面装飾付土器」のデータに絞って紹介します。

　この人面装飾付き土器が、吉野遺跡では、一番有名のようで本の見出しぺージに載っていました

　上松町の公式発行ページに、、以下の掲載がありました。
https://www.town.agematsu.nagano.jp/kurashi/kosodate_kyoiku/kyoiku/naganokenpou.html

吉野遺跡から発掘された縄文土器が「長野県宝」指定されました。

平成30年9月27日に長野県内18市町村で出土した顔面などの装飾がある縄文土器158点が、
「信州の特色ある縄文土器」として長野県報で告示され指定されました。
この中に1996年（平成8年）から1999年（平成11年）にかけて中山間総合整備事業により
吉野遺跡で発掘された「顔面装飾付深鉢型土器」（縄文中期）1点が含まれています。
特徴は、鉢形土器の口縁端部に半円形の顔面をつけており、本来であれば4つの顔面が
あったと思われますが、3つが残る状態となっています。

吉野遺跡発掘の「顔面装飾付深鉢形土器」





　【顔面装飾付土器出土状況】



位置:I地区 XI A20 切り合い:NR14に切られる。 形状:不整円形 規模:径4.9× 4.3m

【前野地区で出現しいた断層】



吉野遺跡群の本を調べていたら、上記の発掘作業参加者の名簿が出てきた。　吉野の知り合いの
方の名前も多数載っていたので、付録作成の記念にこの名簿も掲載しました。

吉野の知り合いの方で一番よく知っている者として、なんと実姉が載っていたいたのは驚いた。
姉が発掘作業に参加していたのは知らなかったが、地元の1名として参加したと思います。

今回吉野遺跡記事の追加に当たり甥（姉の子供)に資料集めを頼んだら、家に吉野遺跡群報告書
の本があるとの事だった。そこでこの本を送ってもらい、この付録を作成しました。
約３㎝もある分厚い本は、定価が無く非買品と思われるので、入手方法が気になったが、
発掘作業参加者に贈呈された物でした。

【発掘作業者記念写真】



なお、「8496_1_吉野遺跡群.pdf」（無料)は、下記からダウンロードできことも知りました。
　　　　https://sitereports.nabunken.go.jp/ja/8496
詳しい吉野遺跡群を知りたい方は、ダウンロードして活用して下さい。


